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専 徳 寺

【法句】232 

専
徳
寺
納
骨
堂
受
付
中

（
下
関
市
）

日
　
時

ご
講
師 永

代
経
法
要

　

阿
弥
陀
さ
ま
の
み
教
え
（
お
経
）
を
子
や
孫
に
、
永
代
に
わ
た
っ

て
伝
え
て
い
く
《
永
代
経
法
要
》
で
す
。
ご
都
合
を
つ
け
て
ど
う
ぞ

ご
参
詣
く
だ
さ
い
。
夜
座
も
温
か
く
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
願
寺
輔
教
　
深
野
　
純
一 
師

 
月
20
日（
火
）

11

昼
1
時
半
〜
3
時
半

夜
19
時
半
〜
21
時

8
月
21
日（
水
）

昼
1
時
半
〜
3
時
半

●
今
年
の
全
年
回
忌
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

●
法
座
当
番
…
青
木
地
区

●
参
拝
セ
ッ
ト
（
念
珠
・
聖
典
・
式
章
・
聴
聞
カ
ー
ド
）

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

併
修
　
門
徒
年
回
忌
総
追
悼
法
要

死ぬまでも　死にての後も　我という　ものの残せる　ひとすぢの道（九条武子）
われ

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
神
学
部
を
卒
業
し
、
親

鸞
聖
人
の
研
究
で
学
位
を
と
っ
た
最
初
の
博

士
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ブ
ル
ー
ム
教
授
は
「
お

念
仏
は
救
い
の
手
だ
て
で
は
な
く
、
救
い
の

証
拠
な
の
で
す
」
と
い
い
、
お
念
仏
は
も
は

や
目
的
を
達
す
る
た
め
の
手
段
と
か
道
具
で
は
な
く
、
ご
本
願
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
讃
歎
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ブ
ル
ー
ム
教
授
は
、
人
間
の
行
動
に
つ
き
も
の
の
「
は

か
ら
い
」
と
い
う
一
面
を
親
鸞
聖
人
は
一
貫
し
て
否
定
し
つ
づ
け

ら
れ
た
人
だ
と
い
わ
れ
、「
は
か
ら
い
」
と
は
人
間
の
行
動
に
伴
っ

て
い
る
意
識
的
・
意
図
的
な
計
算
の
こ
と
を
指
し
、
ど
こ
ま
で
も

自
分
自
身
の
た
め
の
善
を
求
め
よ
う
と
い
う
意
図
が
は
た
ら
い
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

親
鸞
聖
人
以
前
は
、
確
か
に
念
仏
の
量
が
重
要
な
要
件
だ
っ
た

だ
け
に
、
聖
人
の
教
え
は
何
も
し
な
い
宗
教
だ
と
し
て
時
に
批
判

さ
れ
て
き
た
事
実
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ル
ー
ム
教
授
は
、「
こ
の
批
判

を
正
し
く
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
あ
ら
ゆ
る
偽
善

の
根
源
を
取
り
去
っ
た
と
い
う
深
い
見
方
に
対
す
る
ほ
め
言
葉
と

な
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
宗
教
的
な
ポ
ー
ズ
を
す
す
め
た
り
、
押
し
つ
け
的
な

側
面
を
親
鸞
聖
人
は
す
べ
て
取
り
除
い
た
方
だ
と
語
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
自
分
が
救
わ
れ
て
い
る
の
を
証
明
す
る
こ
と
を
誰
に
向

か
っ
て
も
親
鸞
聖
人
は
少
し
も
要
求
し
な
か
っ
た
方
だ
と
い
い
、

『
歎
異
抄
』
と
い
う
こ
の
簡
潔
な
浄
土
真
宗
の
古
典
は
、
争
い
と
か

対
立
と
か
混
迷
と
い
う
よ
う
な
当
今
の
問
題
に
あ
が
い
て
い
る
現

代
の
人
間
に
、
豊
か
な
か
て糧
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
す
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

（『「
歎
異
抄
」
一
人
一
話
』
よ
り
）

　

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ブ
ル
ー
ム
教
授
は
「
ハ
ワ
イ
の
妙
好
人
」
と

も
呼
ば
れ
る
篤
信
の
門
徒
、
お
念
仏
者
で
し
た
。
昨
年
8
月
25
日

に
御
往
生
さ
れ
ま
し
た
。

豊

島

学

由

如
来
・
人
・
言
葉
　
110



秋の展示会
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岩
国
組
秋
季
仏
婦
研
修
会
　
9
月
20
日

▼
境
内
清
掃
作
業
ー
専
徳
寺
倶
楽
部

【
会
　
所
】
清
誓
寺

【
講
　
題
】
今
更
聞
け
な
い
仏
事
の
事

【
参
加
者
】
土
井
智
恵
子
、
増
本
美
佐
江

　

門
徒
男
性
に
よ
る
境
内
清
掃
作
業
を
行
い
ま
す
。

夕
方
か
ら
は
懇
親
会
も
あ
り
ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
お
寺
ま
で
。

【
日
時
】
12
月
15
日
（
土
）・
15
時
半
集
合
、
18
時
よ

り
懇
親
会
。

【出展者】
＊小方麻紀子（油絵）
＊梶本美代子（押し花）
＊河村アサ子（折り紙）
＊河本多喜子（木目込み）
＊木村裕見子（手芸）
＊末広皓子（手芸）
＊土井智恵子（プレストフラワー）
＊増本美佐江（デコパージュ）
＊村中恵子（油絵）

ご
報
告
い
た
し
ま
す

ご
案
内
し
ま
す
（
専
徳
寺
倶
楽
部
）

【
講
　
師
】
成
照
星
師

【
参
詣
者
】（
25
日
）
昼
座
90
名
、
夜
座
30
名
、　　
　

　
　
　
　
（
26
日
）
昼
座
70
名

【
お
鉢
米
】
木
村　

勲

【
お
供
え
】
河
村
ア
サ
子
様

　

法
要
総
代
様
、
新
仏
婦
役
員
様
、
通
津
南
地
区
の

お
世
話
人
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋
讃
仏
会
法
要
余
香　

9
月
25
・
26
日

ご
恩
を
偲
び

〔
法
事
勤
修
〕　（
9
月
11
日
〜
10
月
）

【
通
津
】
増
本
真
一
1
・
25
、
松
本
敏
嗣
13
・
100
、

村
重
清
涼
13
、
上
岡
峯
夫
17
、
村
本
雅
信
1
、
松
本

初
江
7
、
岸
村
千
鶴
子
100
、
岡
崎
幸
雄
1
、
中
谷
和

則
3
、
兼
国
幸
満
7
、
木
村
タ
マ
エ
13
・
50
、
井
原

義
之
25
、
米
田
温
胤
1
、【
保
津
】
開
田
幸
雄
13
・

50
、
叶
谷
貞
子
17
、
上
本
益
美
17
、【
青
木
】
井
藤

加
代
子
1
、
重
岡
春
雄
13
、
上
田
修
一
100
、【
黒
磯
】

新
川
光
恵
33
、
藤
尾
哲
生
150
・
200
、
松
本
花
子
13
、【
市

内
】
森
重
俊
治
3
、
山
方
修
1
、
大
汐
敏
夫
17
、
菅

原
道
康
7
、
中
西
聡
7
、【
由
宇
】
河
本
俊
明
1
、【
山

口
市
】
黒
田
善
彦
50
、【
県
外
】
末
岡
貞
子
17
、【
広
島
】

川
光
匠
100

9
月
12
日
御
往
生

　
　
　
　
　

青
木　
　

村
岡　

貞
子 

様
（
94
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

岡
嶋　

淑
子 

様

9
月
21
日
御
往
生

　
　
　
　

南
岩
国　
　

野
原　

秩
次 

様
（
89
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

野
原　
　

明 

様

10
月
13
日
御
往
生

　
　
　
　
　

北
町　
　

池
本
紀
代
子 

様
（
79
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

池
本　

忠
正 

様

10
月
16
日
御
往
生

　
　
　
　
　

通
津　
　

村
重　

早
苗 

様
（
63
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

村
重　
　

亮 

様

10
月
28
日
御
往
生

　
　
　
　
　

保
津　
　

赤
崎　

耕
平 

様
（
73
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

赤
崎　

友
彦 

様

10
月
29
日
御
往
生

　
　
　
　
　

保
津　
　

赤
崎　

光
子 

様
（
69
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

赤
崎　

友
彦 

様

10
月
31
日
御
往
生

　
　
　
　
　

平
田　
　

松
島　
　

勇 

様
（
88
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

廣
重　

恵
子 

様

み
仏
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕

　
　
満
中
陰
の
ご
縁
に

　
金
　
五
万
円
也

通
津
　
築
山
　
雅
彦 

様

　
　
葬
儀
の
ご
縁
に

　
金
　
弐
拾
萬
円
也
青
木
　
末
次
　
　
朗 

様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〔
永
代
経
志
納
〕
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